
公開講演会 

二本角が表すもの― 
西アジアにおけるアレクサンドロス大王の神聖化 

日　　時：２００５年１２月１７日（土）　14：00－16：00 

会　　場：同志社大学　今出川キャンパス　神学館礼拝堂 

講　　師：山中由里子（国立民族学博物館民族文化研究部助手） 

司　　会：中田　考（同志社大学大学院神学研究科教授） 

共　　催：一神教学際研究センター、日本オリエント学会 

講演要旨 
　アレクサンドロスに関する言説は歴史や物語というジャンルだけにとどまらず、また象徴

されるものも多様である。まさにアレクサンドロスは「千の顔を持つ英雄」であるといえる。

そして、その顔の一つは宗教と深い関係がある。 

 今回の講演では、『コーラン』第18章「洞窟」82-97節に登場する二本角（ズー･ル=カ

ルナイン）とアレクサンドロス伝承との関連やこの二本角の啓示が下された経緯と、タバリ

ーの『タフシール』、サアラビーの『預言者伝集』、そしてニザーミーのアレクサンドロス物

語を例としてイスラーム世界におけるアレクサンドロスの神聖化について焦点が当てられ

た。最後に日本と中国に伝わったイメージも取り上げられた。 

　アラビア語・ペルシア語の文献ではアレクサンドロスは「二本角のアレクサンドロス（ア

ル=イスカンダル･ズー･ル=カルナイン）」としてしばしば表れる。これは『コーラン』の「洞

窟」章82-97節に登場する二本角（ズー･ル=カルナイン）に由来する。これはアッラーが

ムハンマドに「みな」が二本角について質問して来た時の答えについて語る一節である。

二本角が誰であるか、なぜ二本角と呼ばれるのかについての記述はなく、長い間論争の的

となっていた。現在、この一節がシリア語のアレクサンドロスに関するキリスト教伝承に拠

っているというネルデケによる推断が最も有力とされている。 

　イスラーム以前にすでにユダヤ・キリスト教において、アレクサンドロスは神聖な地位を

得ていた。ユダヤ教徒は神の国を地上にもたらすメシアとしてみなし、キリスト教ではイエ

ス・キリストの先駆者としてみなした。イスラームはこのようにすでに神聖化されたアレク

サンドロスを自らの宗教の擁護者、布教者、預言者の二本角として受け入れたのである。 

 タバリーの『タフシール』ではユダヤ・キリスト教の伝承の影響が多く見られるが、比較す

ると神の使徒としての役割が強調されており、歴史的地理的な記述はなく、寓意的な意味

合いが強い。また、サアラビーの『預言者伝集』では歴史書からの引用を含み、誕生から死

までの一貫したアレクサンドロス伝となっている。それゆえ、訓戒的な要素を持つ。一方、

ニザーミーのアレクサンドロス物語は３部構成になっており、布教者としての征服者、哲人

王、そして預言者として表される。最後には人間の限界を教訓的に示す。ニザーミーは様々

なアレクサンドロス伝を元としながらイスラーム的英雄として描いている。 

イスラームとユダヤ・キリスト教と大きく異なる点は、イスラームがアレクサンドロスの征服

地域と大部分を同じくした地域の支配者であったということである。そのためカリフ達の

現実のモデルとなりえた。聖戦と当てはまる戦闘的な側面と信者共同体を外的から護る守

護者としての側面が表れている。このような二本角のアレクサンドロスではあるが、彼の野

心はイスラームにおいても教訓の対象となった。しかしながら、彼の昇天についてのエピソ

ードによると中世ヨーロッパのキリスト教神学者ほど批判的ではなかったように思われる。 

 『コーラン』の二本角についてはアレクサンドロスにまつわる歴史的な文脈は書かれては

いないが、『コーラン』以降の宗教文学においても、歴史叙述においても、文学作品におい

ても、聖別された二本角と歴史的人物であるアレクサンドロスは常に密接な関係にあった

のである。 

（CISMORリサーチアシスタント・神学研究科博士後期課程　細谷歩美） 

プログラム 

1． あいさつ：前田　徹（日本オリエント学会常務理事） 
2． 講演：山中由里子 
3． 質疑応答 

公開講演会

553

公開講演会

552



二本角が表すもの――
西アジアにおけるアレクサンドロス大王の神聖化

（中略）。それから彼は一つの道をとり、今度は北の

果てに向かう一つの道をとり、遂に聳え立つ二峰の

間にたどりついた。見ればその手前にある民族が

住んでいて、これは言葉をほとんど解さない。この

者どもが言うことに『おう、二本角様、ヤージュージュ

とマージュージュが我が国を荒して困ります。あなた

様に貢ぎ物を差し上げますゆえ、なんとか彼らと私

どもの間に防壁をつくっていただけませぬか』と。

『主に賜った我が勢力の方が、お前方の貢ぎ物な

どよりどんなにありがたいことか、まあとにかくお前た

ち、精出してわしに手伝ってくれ。お前方と彼らとの

間に防壁をつくってやるから。どんどん鉄の固まりを

運んでくるがよい』と彼は言い、やがて両方の絶壁

が平らになった頃を見はからい、『それ吹け』と声を

かければ、それはたちまち火と燃える。そこで今度

は『どろどろに溶けた銅を持ってくるがよい。あそこ

へぶちまけるから』と言う。『もうこうなってはさすがの

彼ら（ヤージュージュとマージュージュのこと）も乗り越

すことはできぬ。穴を開けることもできぬ。これは皆、

神様のお情けであるぞ。だがいよいよ神様のお約

束が果たされる時（最後の審判の時）が来れば、こ

の防壁も叩きつぶされてしまうであろう。神様のお約

束は必ず実現するから』と彼は言った」。これが『コ

ーラン』第１８章にある二本角に関する啓示です。

「皆が、尋ねに来るであろう」という皆は誰なの

か。一体どういう経緯で啓示が下ったのかというこ

とをご説明しますと、この啓示が下された経緯は、

タバリーという学者が書いた『コーラン』注釈書に二

つの伝承が載っています。二本角の啓示がどうい

うコンテキストで下されたかが書いてあります。一つ

の伝承はウクバ・イブン・アーミルという人に遡るハ

ディース（伝承）です。ウクバはムハンマドと一緒に

戦ってきた人で、後にエジプト総督になった人です。

ウクバは自分がムハンマドに仕えていた時の話とし

てこう語っています。

「ある日、私がムハンマドに仕えていた時のこと。

あの方の家から出たところで何人かの「啓典の民」

の人々に出会った。その者たちが言うには『我らが

預言者に尋ねたいことがある。家に上げてもらえぬ

か』。私は家に入り、このことをムハンマドに知らせ

た。ムハンマドが言うには『私と彼らは何の関係が

あるというのだ。私にはアッラーが教えたもうた知識

以外には何もない。水を汲んで清めをしてくれ』と

言ってムハンマドは礼拝をされた。それが済むや

否や、お顔に喜びの表情が浮かぶのを私は見た。

そして『彼らを中へ通しなさい。わが教友と見なし

たものは誰でも入れてやりなさい』とムハンマドは言

われました。彼の者たちは中へ入り、あの御方の

前に立った。あの御方は言われた。『お前方は、お

前方の書物に書かれていることを私に尋ね、私が

答えることを望んでおられる。もしそうお望みならば

答えてしんぜよう』。彼らは『まさにその通り。お答

えくだされ』と言った。あの御方は言われた。『二本

角についてお前方の書物に何が書かれているか

尋ねにきたのであろう』」。

「啓典の民」というのは『コーラン』の中では真の

神の啓示した教えの信者のことで、ユダヤ教徒、キ

リスト教徒、サービア教徒とされています。ここで出

てくる啓典の民というのはムハンマドの宗教活動に

対立していたユダヤ教徒のことだと考えられます。

ムハンマドの預言に彼らは疑いを持っているわけ

です。ユダヤ教徒たちはムハンマドを訝しく思って

いるわけです。ユダヤ教徒たちはムハンマドが本当

に預言者なのかを試しに来たわけです。しかし神

様はそういうやつらが来て、こういう質問をしにくる

であろうとわかっているので、ムハンマドに啓示を

下して「こいつらが来たら、こう答えなさい」と教えて

あげる。「礼拝を済ませるや否や、ムハンマドの顔に

喜びの表情が浮かんだ」というのは、その瞬間に訪

問者たちの問いに対する神の啓示が下ったことを

示唆しています。この伝承によりますと、ムハンマド

は啓典の民がムハンマドに問いかけてくる以前に、

すでに彼らの質問も、それに対する答えも神によっ

て知らされていたことになります。
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アレクサンドロス大王が、紀元前３２３年に３３歳の

若さで死ぬまでにエジプトからインダス河領域まで

広大な土地を征服したことは、皆さんもよくご存じ

だと思います。アレクサンドロス大王というと何を思

い浮かべられますでしょうか。アレクサンドロスと言

えば、天才的な武人、世界征服の野望を持った男、

東西文明交流の道をつくった男、シルクロード、ヘ

レニズム文化などを思い浮かべられるかもしれませ

ん。空に飛んで昇っていくという話、ゴグとマゴグ

の話も出てきます。私は歴史上の人物の中で、こ

れほど後世に広く多くの伝説を残した人間はいな

いのではないかと思います。

世界中にアレクサンドロスを主人公とした伝説、

物語が伝わっています。世界中のいろいろな時代

の人々が、それぞれにアレクサンドロスに何らかの

象徴、寓意を見いだそうとしてきました。それは野

望であったり、征服欲であったり、好奇心、探究心、

異文化に対する寛容、東西の融合、人間の限界な

どであります。私はイスラームの勃興からモンゴル

侵攻までの時代、日本で言えば古墳時代末期から

鎌倉時代はじめくらいの時代におけるアラビア語、

ペルシア語文献の中で、アレクサンドロスがどのよ

うに描かれていたかという研究をしております。一

神教学際研究センターでのお話ということで、今日

は特にアレクサンドロスが持つ宗教的な象徴性に

ついてお話をしたいと思います。イスラーム教徒の

人々がアレクサンドロスに何を見たか。アレクサンド

ロスについて何を語ったかを具体的なテキストを見

ながら考察したいと思います。

出発点になるのが『コーラン』第１８章「洞窟」８２

～９７節です。そこに、二本角を持った男、アラビア

語ではズー・ル＝カルナインが登場します。『コーラ

ン』の一節を読ませていただきます。

「また皆が汝に二本角のことで質問をしてくるだろ

う。言ってやるがよい。ではお前らに彼の話を一つ

語って聞かせよう」。これは『コーラン』の啓示なので

すが、神様がムハンマドに語っている言葉です。「皆

がお前にこういう質問をしにくるだろうから、こう答え

ればいい」と教えてあげているわけです。皆というの

は誰のことを指しているか、あとでお話いたします。

「そもそも我らは彼の権能を地上に打ち立て、かつ

これにいかなることでも意のままになしうる手だてを

授けたが、彼はある一つの道をとり、遂に日の没す

るところにたどりついた。見ると日の沈むのは泥の

泉で、そこに一群の人々が住んでいるのに出会った。

我らが『これ、二本角よ、お前、この者どもを懲らし

めるか、それとも優しくしてやるか』と言えば、彼が言

うことに『不義なす者はまず我らが懲らしを加えてお

いて、次に主のお手もとにつれていかれ、改めて、

いやというほど懲らしめられるということになりましょ

う。しかし信仰深く善行に勤しむ者は、この上もな

い見事なご褒美をいただいた上、我らとしても、ごく

楽な仕事を命じてやることになりましょう』。それから

また彼は一つの道をとり、遂に日の昇るところにたど

りついた。見ると日の昇る国の住民は日覆いという

ものを全然持たぬ人々であった。とまあ、こんな具

合であった。彼にどれくらい勢力があったかというこ

とは我ら、アッラーのみだけが完全に知っていた。
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道をとります。まずは日の没するところ。つまり西の

果てに行き、次に日の昇るところ、東の果てに達し

ます。これらの地で彼は神から与えられた力を持

って不義なすものを懲らしめ、信仰深く善行に勤し

む者には、ごく楽な仕事を命じてやる。最後にたど

りつくのが聳え立つ二つの山の間。北方にあると

いうのは解釈学者たちの間の有力な説ですが、

『コーラン』自体には「もう一つの道をとった」としか

書いてありません。そこで出会った民に嘆願され、

二本角は彼らを脅かすヤージュージュとマージュージ

ュという野蛮な民族を奉じ込めるために山の間に

巨大なダム、壁を建設します。

このヤージュージュとマージュージュという名前の

民族は聖書にも登場するゴグとマゴグのことです。

聖書では「創世記」１０章「エゼキエル書」３８章、「ヨ

ハネの黙示録」２０章に出てきます。ゴグとマゴグは

文明世界を脅かす北方の伝説的な蛮人で、トルコ

民族のこととか、タタール人のこととか、モンゴル人

のこととかいろんな説が言われてきます。ゴグとマ

ゴグ伝説の形成自体は詳しく触れませんが、伝播

の過程で「アレクサンドロス物語」というものの中に

採り入れられます。アレクサンドロス物語の原型は、

紀元後３世紀くらいまでにエジプトのアレクサンドリ

アでギリシャ語によって編纂された、アレクサンドロ

スを主人公とした空想的な遠征物語です。その後、

世界各国にいろいろな形で伝播します。アレクサン

ドロス物語の一部のバージョン、ことにユダヤ色の

強い、ガンマ系と言われているバージョンは「アレク

サンドロスがゴグとマゴグの侵略から文明世界を守

るために山の間に堰を建設する」という話が重要

なエピソードの一つとなっています。つまりイスラー

ム以前からゴグとマゴグ伝説とアレクサンドロス物

語が融合していたことから考えても、ヤージュージュ

とマージュジュを封じ込める『コーラン』の二本角の

話にアレクサンドロス伝承が関連していることは明

白であるようにみえます。しかし『コーラン』の一節

にはアレクサンドロスという名前は登場しません。

二本角というのは誰か。二本角の正体とは何か。

『コーラン』第１８章に登場する二本角が誰で、どうし

て二本角という名前で呼ばれているのか。これは、

イスラーム初期の識者の間で論争の的になってきま

した。二本角は誰かという質問に対して、いろいろ

な伝承、説が唱えられ、議論の経緯もややこしいの

ですが、簡単にまとめると三つの説があります。一

つは二本角とはアレクサンドロスのことである。もう一

つは古代イエメンの王様のサアブのことである。ま

た一つはイランの伝説的な王様、ファリードゥーンで

ある。この人はアブラハムと同時代の人であると言

われていた伝説的な王様です。二本角はアブラハ

ムと同世代の人のはずなので、このような説があり

ます。大きく分けてこの三つの説がイスラーム初期か

ら学者たちの間で言われてきました。その中でも有

力だったのが、二本角はアレクサンドロスであるとい

う説です。アレクサンドロス説を唱えるもととなる伝承

が、タバリーの『コーラン』注釈書に出てくるウクバ・イ

ブン・アーミルの証言の続きにあります。

「ムハンマドは二本角について尋ねにきた啓典

の民に対して、彼はルームの若者（ルームはギリシ

ャ、ローマのこと）で、エジプトに来てアレクサンドリ

アの町を建てた」。アレクサンドロスという名前自体

はここには出てきませんが、ルームの若者、つまり

ギリシャの若者でアレクサンドリアを建設したと言え

ばアレクサンドロス以外には考えられません。タバ

リーの『タフシール』（『コーラン』注釈書）の中に入っ

ているもう一つの二本角を最も明確にアレクサンド

ロスと同一視しているのは、ワフブ・イブン・ムナッビ

フという伝承学者に遡るものです。古人の物語に

ついての知識を持っていたイエメン人のワフブ・イ

ブン・ムナンビフによると「二本角はルーム人で、あ

る老婆の一人息子であった。その者の名前はア

ル・イスカンダルと言ったが、二本角と呼ばれた所

以は頭の両側が銅でできていたからである」。ア

ル・イスカンダルというのはアレクサンドロスのことで

すが、この名前が直接言及されているのは、タバリ
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タバリーの『コーラン』注釈書には、イブン・アッ

バースという６１９年から６８年、あるいは６８８年に生

きた、『コーラン』解釈学において大きな権威を持

っていた人に遡るもう一つの伝承があります。そ

れによると、もともとメッカにいた多神教徒のクラ

イシュ族という人々が、ムハンマドの預言者として

の活動を訝しく思い、だんだん力を持ってくるムハ

ンマドに対して危惧を懐く。多神教徒が「こいつら

危険人物だ」ということで、ユダヤ教徒の学者たち

のところに行って「どうやったら本当の預言者か調

べることができるでしょうか」と意見を請いにくる。

そういう内容が書かれています。

「彼ら、クライシュ族の代表者二人は預言者、ム

ハンマドについてユダヤ教識者に尋ね、彼の行動

や言説の一部について説明した。彼らは言った。

『あなた方こそ、啓典の民です。我々はあなた方に

我々の同胞について知らせてきたのです』。彼ら

がこう言うと、ユダヤの博士たちはこのように言っ

た。『その者にこれから教える三つの質問をしなさ

れ。もし答えることができたなら、その者は神に遣

わされた預言者じゃろう。答えられなければ、そや

つは嘘つきじゃ。自ら、ごろうじよ。太古に姿を消

した若者たちについて尋ねられよ。彼らのことに

ついて、また彼らにまつわる不思議な物語は何で

あったのか。それから地の東の果てと西の果てま

で達した彷徨う男について何を知っているか尋ね

よ。最後に我らの霊について問うてみられよ。も

し答えることができたなら、その者はまさに預言者

であるゆえ、彼の教えを奉じよ。もし答えられなけ

れば嘘つきであるゆえ、そやつについてお前方が

望むように何とでもするがよい』」。

クライシュ族の二人はメッカに戻りました。ムハン

マドを試すために、ユダヤ教徒たちが教えてくれた

クイズ、謎、三つの質問をムハンマドに投げかけま

す。ムハンマドは同じ伝承の中で「明日、答えるよ」

と約束しますが、「もしアッラーの御心ならば」と付

け加えることを忘れてしまうんです。そのために約

束の日が過ぎてもなかなか神の啓示が下りません。

１５日目にようやく天使ガブリエルが来て「あんた、

『もしアッラーの御心ならば』というのを忘れただろ

う、だめだよ」と、まず注意しておいてから啓示の内

容、『コーラン』１８章にある内容の啓示を下します。

東と西を彷徨う男に関する二つ目の質問が二本角

に関する質問です。他のも『コーラン』の中に触れ

られている「７人の眠り人」と霊のことなどで、『コー

ラン』の中に啓示があります。

今のタバリーの『コーラン』注釈書に上げられてい

る二つの伝承は、二つとも二本角に関する天啓が

示された経緯です。アラビア語で、アスバーブ・アン

=ヌズールと言います。二つの説明には明らかに食

い違いがあります。最初の伝承ではメッカの多神教

徒ではなく、啓典の民が自分たちの書物に記されて

いることについて直接尋ねてきたことになっていま

す。ムハンマドはその場で即答したように伝えられて

います。最初に上げた伝承は、ムハンマドに接して

いた教友ウクバの証言という点で、イスラーム伝承学

においては特に尊重されますが、すべての教友の

言が事実を語っているとも言えません。もう一つの

方はイブン・アッバースという権威のある初期の伝承

学者の説です。どちらに、より信憑性があるか、私は

伝承学の専門ではないので専門家に任せることに

して、二本角に関する『コーラン』の一節の背景には

預言者としてのムハンマドの威信を失墜させようとい

う多神教徒、ユダヤ教徒の試みがあったということ

が、これらの伝承からわかります。

啓示の内容に戻りますが、二本角に関して問い

かけられた時にはこういうふうに答えなさいという

神の啓示によると「二本角とは神によって権能を地

上に打ち立てられ、地上を支配する力を与えられ、

いかなることでも意のままになしうる手だてを授け

られた人物」とされています。『コーラン』のテキスト

自体は、どこの国の人であったかという特定はして

おらず、また二本角という不思議な名前の由来も

意味も明らかにはしていません。二本角は三つの
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ン神を装ったり、彫刻家たちに角をつけた肖像を彫

らせたりしたという記録があります。アレクサンドロス

とゼウス・アモン神の角とのかかわりに直接言及して

いるイスラーム世界の著作はありません。アラブの学

者による、アレクサンドロスに角が生えているコインが

出土したという記述は私の知る限りないので、証明

はまだされていません。初期のカリフにはアレクサン

ドロスに対する考古学的な興味がかなりあったよう

で、アレクサンドロスにまつわる遺跡をカリフが掘らせ

ていたということも歴史書に残っていますので、皆、

知っていたのかもしれません。

雄羊の角ともう一つ関連が考えられるのは、旧約

聖書「ダニエル書」第８章の預言と『コーラン』の二本

角との関係です。「ダニエル書」には二本角の雄羊

が一本角の山羊によって打ち倒されるという預言を

見たダニエルに対して、天使ガブリエルが「この二本

角の雄羊はメディアとペルシャの王様であり、荒 し々

い山羊はギリシャの王である」と説明しています。そ

もそもムハンマドを試すためにユダヤ教徒たちが自

分たちの書物の中からいくつかの質問を用意したこ

とが伝承に入っていましたが、これが事実であった

とすると、ユダヤ教徒たちが参照したのは旧約聖書

「ダニエル書」の一部であったのではないかとも推

察できます。この点において「ダニエル書」のヘブラ

イ語テキストで使われているヘブライ語のローケ・ラ

ーナーイム、二本角を持っているという意味ですが、

そのヘブライ語とアラビア語のズー・ル＝カルナイン

という言葉が似ていることは意義深いことです。し

かし『コーラン』の二本角と旧約聖書「ダニエル書」

の二本角の雄羊はぴったりと合うわけではありませ

ん。イスラーム教徒の識者の多くは『コーラン』の二

本角がアレクサンドロスであるとしていますが、「ダニ

エル書」の預言の解釈においてユダヤ教徒たちは

「一角の山羊がギリシャの王様である」と天使ガブリ

エルが説明したということで、二本角の雄羊ではな

く、一角の山羊の方がアレクサンドロスだと見ていま

す。それに、「ダニエル書」の二本角はゴグとマゴグ

の伝説とは関係ありません。

一神教とアレクサンドロスの関係についてお話し

ます。二本角の正体の謎はいろいろな説明が試み

られるにしたがって、いよいよ複雑になります。イス

ラームの識者たち、学者たちは決定的な回答を得

ることができず、その後も１９世紀の西洋と東洋学

者たちも引き続きこの論議をして、二本角の正体に

ついてさまざまな意見を交わしてきました。「ダニエ

ルの書」やユダヤ教徒のメシア思考、救世主思考

との関連性においての説明も試みられました。

様々な論文のやりとりがありましたが、論戦に終止

符を打ったのは、１８９０年に発表されたテオドール・

ネルデケというドイツの東洋学者の「アレクサンドロ

ス物語の歴史に関する論考」です。ネルデケはこ

の論文において「『コーラン』の二本角の一節は、シ

リア語のアレクサンドロスに関するキリスト教伝承に

よっている」と推断しました。『コーラン』の洞窟の章、

二本角のことが載っているものは、そもそもキリスト

教の説話に題をとった啓示が多いのですが、ネル

デケはそこに含まれている二本角の一節もキリスト

教徒が翻訳したアレクサンドロスにまつわる伝説に

基づいているということを文献学的に証明しまし

た。後にライニンクというオランダ学者がネルデケの

時代設定を修正しました。ライニンクは「シリア語の

アレクサンドロス伝説は紀元６２８年～６３７年の間に

成立したものだろう」と言いました。この時代はどう

いう時代か。歴史的なコンテキストを言いますと、

当時、ビザンチン皇帝のヘラクレイオス１世がササン

朝と戦っていました。ビザンチン皇帝ヘラクレイオス

１世の対ササン朝ペルシャのプロパガンダと結びつ

いていたのではないかと言われています。シリア

語の伝説の中のアレクサンドロスのペルシャ王に対

する勝利、皇帝ヘラクレイオスが６２８年、ペルシャ軍

に徹底的な打撃を与えてシリア、エジプトを奪回し

たという勝利を暗示していると言われています。

シリア語伝説と『コーラン』の二本角との類似点

だけ上げます。まず、アレクサンドロスが世の果て
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ーが上げている多くの伝承の中でもこの一節だけ

です。ここでは二本角は王ではなく、ある老婆の一

人息子、ルーム人となっています。二本角と呼ばれ

た所以は頭の両側が銅でできていたからだと。こ

の奇妙な説明はタバリーの他の箇所にも上げられ

ています。この一節の後には二本角と神様の対話、

地の果ての諸民族との聖戦、ゴグとマゴグの防壁

の建設と話が続くのですが、続きの部分に関して

は後で採り上げます。

「二本角」という不思議な名前の由来について、

頭の両側か銅でできていたという他にもいろいろ

な説明がされました。１２世紀の有名な神学者でラ

ージーという人の『コーラン』注釈書において二本角

の名前の由来に関するそれまでの時代の説明が

まとれられています。そのうちおそらく広く受け入れ

られていたと思われるのが一番の説です。「太陽の

二つの角、日が昇るところと日が沈むところまで達し

たから」という、アラビア語はカルンは「太陽の光」、

明け方の最初に表れる光線も意味します。二本角

が日の没するところから日の昇ることころまでたどり

ついたという『コーラン』の説と、カルンの二重の意

味を利用した説明です。二番目は、イランの伝説、

伝承に基づいたものですが、二本角とアレクサンド

ロスが同一であるという前提に基づいた説です。

アレクサンドロスが二本角と呼ばれるのはペルシャ

人とギリシャ人の二つの血統を引いているからとい

うものです。イラン系のアレクサンドロス物語では、

アレクサンドロスはペルシャの王様のダレイオスとギ

リシャの王様の娘の間にできた子どもであって、半

分ペルシャ人だったという伝説があります。ペルシ

ャ人とギリシャ人だったから二本の角なのだという

説明もされました。

もう一つ注目したいのが７番「彼の王冠に角がつ

いていたから」。１１番「その勇気が敵に角を突く牡

羊のようだったから」。７の冠についた角というのは

ヘレニズム時代のリュシマコスやプトレマイオスとい

った、アレクサンドロスの後継者たちが鋳造した貨

幣に彫られている雄羊の角をつけたディアデム（冠）

を被ったアレクサンドロスの肖像を思わせます。フ

ランス国立図書館の貨幣部門に所蔵されているル

イ１４世のコレクションのカメオがありますが、紀元前

４世紀末に作られたもので、製作者と考えられて

いるピュルゴテレスはアレクサンドロスが唯一「お前

は私の肖像をつくっていい」と許可されていた彫刻

家です。アレクサンドロスの横顔がカメオに掘られ

ていまして、角はゼウス・アモン神を象徴していると

言われています。もっとよく知られているのが、アレ

クサンドロスの顔が入っている貨幣、後継者の一

人のリュシマコスの４ドラゴム銀貨やプトレマイオス

の４ドラコム銀貨です。リュシマコスの方はカメオを

模倣していると思いますが、ディアデム（冠）に雄羊

の角がついています。プトレマイオスの方はインドも

制覇したアレクサンドロスのことで、インド象の角の

冠がついています。東京国立博物館でアレクサン

ドロス大王東西文明交流の展覧会が開催されまし

たが、そこに出展されていたペラ（アレクサンドロス

のマケドニアの故郷）で出土したパン（牧神）の姿の

アレクサンドロス像は、山羊の角が生えているもの

です。ヘレニズム時代の美術品に角を冠したアレ

クサンドロス像があり、この図像が二本角の名称の

もとになっているという説もあるのですが、確固た

る文献的な証拠はありません。

１１番の「その勇気が敵に角を突く雄羊のようだ

ったから」という解釈も雄羊の角をつけた肖像との

関連が考えられます。雄羊の角はアレクサンドロス自

らが、その子であると称して崇めたゼウス・アモン神

の象徴物でした。エジプトの奥地にあるオアシスに

ゼウス・アモン神殿がありますが、そこを遠征の途中

にわざわざ寄り道をして神殿の神託所を訪れた時、

アモン神に「お前はわしの子だ」と神託を告げられ

たと言われている伝説があります。これは生存中に

アレクサンドロス自身が実際にそう聞いたと主張して

いたことです。自分で冠を被って「私はアモン神の

息子なのだ」と。晩餐の時、雄羊の角をつけたアモ
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そもそもなぜ、アレクサンドロスが一神教におい

てこれほど神聖な地位を得られたのかという点に

ついて触れますと、アレクサンドロスの神格化の芽

はすでに彼の生前からありました。ゼウス・アモン神

の恰好をしていたことはすでに述べましたが、ヘレ

ニズム時代にはアレクサンドリアに建てられた彼の

墓を中心とした、アレクサンドロス崇拝にまで発展し

ました。アレクサンドロス物語の原型に近いとされ

るアルファ系では、アレクサンドリアにおける大王崇

拝を反映した一節があります。セラピス神という神

様がアレクサンドロスの夢の中に現れて、彼の運命

とアレクサンドリアの将来について語る預言があり

ます。その預言の中でセラピスは「アレクサンドロス

は野蛮な国々の民族を征服した後、死にながら死

なずにアレクサンドリアに戻り、そこで神として崇め

られるようになる」と告げています。

その他、古代ギリシャの「預言文学」においてもア

レクサンドロスはペルシャ帝国を滅ぼし、ギリシャ文

明に勝利をもたらす英雄として描かれています。ヘ

レニズム時代にアレクサンドロスの神格化の芽はあ

って、それがローマになると、ローマの皇帝崇拝の原

型になるわけです。ローマの皇帝たちには自らをア

レクサンドロスになぞらえたいという願望がありまし

た。我こそはアレクサンドロスなり、という恰好をした

り、アレクサンドロスがしたことと同じことをしてみたり、

というアレクサンドロス模倣が流行りました。その一

つの例がポンペイウスがアレクサンドロスを真似した

ヘアスタイルをして、虚ろな眼差しで見ている。小太

りなポンペイウスには滑稽かなという見立てですが、

ローマ時代の皇帝崇拝に発展していきました。一神

教がアレクサンドロスを神聖視したことは、その延長

線上にあったのではないかと考えられます。

一神教では神様は一つですから、アレクサンドロ

スを神様とするわけにはいきません。アレクサンド

ロス自身に神の格式を与えることは拒んだわけで、

神格化を拒否します。しかしすでにアレクサンドロ

ス崇拝の伝統があって、一神教もそれを採り入れ

たいわけです。神様にはできないけれども、神の

敬虔な信徒にし、彼らの宗教の擁護者としました。

キリスト教徒によるアレクサンドロス伝説の形成は

コンスタンチヌスのキリスト教公認と東ローマ帝国の

建国とも大きくかかわっているのではないかとも推

察できます。このような東ローマ帝国のアレクサンド

ロスとの予表論的な結びつきは、キリスト教帝国の

危機においても再び強調されます。

アレクサンドロスにまつわるシリア語のキリスト教

伝説が皇帝ヘラクレイオスとササン朝ペルシャとの長

年の抗争を背景に成り立った作品であること。シリ

ア語キリスト教伝説は、皇帝がペルシャ軍を打ち負

かしたことを、アレクサンドロスの勝利に重ねて描い

ていると言いましたが、その後、ビザンチン皇帝は衰

弱した軍を建て直す間もなく、ヘラクレイオスは今度

はアラブ・ムスリムの脅威と対峙することになります。

ムハンマドの死は６３２年ですが、ムハンマドの死後

も決河の勢いで突き進むムスリム軍にヤルムークの

戦いでビザンチン軍が撃破されます、６３６年です。そ

こで撃破されたビザンチン帝国はシリア、メソポタミ

ア、エジプト、北アフリカの領土を次 と々ムスリムの軍

に奪われていきます。蛮人の侵略に対する反応とし

て書かれたのが、プセウド・メソディウスの「黙示録」

と呼ばれる預言書です。アラブのキリスト教徒から

見れば蛮行になるわけですが、「アラブの蛮行は真

の信者と背教者を振り分けるための神様の一時的

な懲罰であり、ギリシャ王国の創始者アレクサンドロ

スの再来である最後のビザンチン皇帝はきっとアラ

ブを倒してくれて、キリスト教の支配を打ち立て、キ

リストの再臨の際に地上の王権を神に差し出すで

あろう」という内容の預言です。７世紀のキリスト教

徒たちは「この世の終わりが近づいている」という切

迫感にかられていたわけです。こういうキリスト教徒

たちがアレクサンドロスの再来である最後の皇帝、

最後のキリスト教皇帝がもたらすキリスト教王国の勝

利を、この預言に期待したわけです。ただ期待は破

られてしまいます。
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へ遠征すること、太陽が天の窓に入るところ、つま

り西から北へ向かうこと、日の昇るところに住む

人々の描写が似ている。ゴグとマゴグなどを含む

フン族を封じ込める鉄と銅の堰、関門の壁を建設

する一節があること。終末の時、最後の審判の時

にはその堰が破られるだろうという預言があること。

これらの点において『コーラン』の二本角と類似し

ているわけです。『コーラン』の一節がこれに基づい

ているのではないかという決定的な証拠となった

のは、次の２節です。シリア語のアレクサンドロスに

まつわるキリスト教伝説の中にある実際の文章で

すが、その最初の２節です。この伝説の中でアレク

サンドロスがアレクサンドリアを出発する際に神に

祈りを捧げます。その時にこういうふうに言います。

「神よ、諸王と諸士師の主よ、我は知る、御身が

我を他のすべての王の頂点に立たせ、我が頭に

二本の角を生やしたもうたことを。それをもって万

国をつき抑えるように。どうか天空よりお力をお授

けくださるように。世界中の国々に勝る力を得て、

それらを罰することができるよう、我は御身の名を

永遠に賛美し、御身の記憶は不屈のものとなるで

あろう。我が国の憲章に神の名を記せば御身にと

って永久の記録となるであろう」。ここに２本の角を

生やしたもうた、とアレクサンドロスが神様に祈りの

中で言うわけです。

別の箇所にアレクサンドロスがペルシャの王様と

戦う前、前の晩、寝ているアレクサンドロスの前に

神様が現れて、こう言う場面があります。

「見よ、我は汝にあらゆる国々に勝る力を与え、

鉄の角を２本、汝の頭に生やした。汝がこの世の

国々をつき抑えるように。（中略）だが見よ、大勢の

王とその軍が汝を討つためにやってくる。我が名を

呼ぶがよい。汝の助けに参ろうぞ」。

この二つの節にあるように、アレクサンドロスにま

つわるシリア語の伝説ではこの世の国々をつき抑

えられるようアレクサンドロスが神様から授かった力

が２本の角に象徴されています。それが『コーラン』

ではアッラーが「権能を地上に打ち立て、かつこれ

にいかなることでもなしうる手だてを授けた者の名

前」、二本角となっているということです。

『コーラン』の二本角説話の内容はキリスト教伝

説に似たアレクサンドロス伝承からとられたもので

あったことは疑いないとしても、いろいろと疑問は

残ります。すでにタバリーの『コーラン』注釈書に記

されている伝承が事実だとすると、そもそもムハン

マドに二本角について尋ねにきたのはキリスト教徒

ではなく、ユダヤ教徒だったと思われます。文献学

的には「『コーラン』の二本角が、シリア語のキリスト

教伝説に基づいているというネルデケの説は正し

いのかもしれませんが、ムハンマドが、正しく言えば

神様が、二本角の話を啓示として伝えたという政治

的な背景を十分に説明していません。なぜユダヤ

教徒たちは二本角についてムハンマドに尋ねにき

たのか。ムハンマドがこの人物に語ることによって、

正確に言うと神様が、ムハンマドにこれを語らせる

ことによって、ユダヤ教徒たちに何を訴えようとした

のでしょうか。二本角という名称自体はユダヤ教徒

の救世主的文学に古くからあります。またユダヤ化

されたアレクサンドロス伝説、アレクサンドロス物語

もヘレニズム時代からすでにあったことは確かで

す。でも二本角とアレクサンドロス伝説を具体的に

結びつけているのは、現存する文献の中ではシリ

ア語キリスト教伝説が最も早い例のようです。キリ

スト教シリア伝説がユダヤ教伝承の影響を受けて

いる可能性も考えられますが、どちらかが一方に影

響を与えたというのではないかもしれません。７世

紀中頃といえば、東ローマ帝国、ビザンチン帝国が

あり、ササン朝ペルシャがあり、そこにムハンマドが

のし上がってきたという、三つ巴の戦いがあった動

乱の時期です。この動乱の時期にキリスト教徒も

ユダヤ教徒もアレクサンドロスを救世主とする同じ

ような伝承を共有して、それぞれが都合のよい筋

書きの中に折り込んでいたのではないかと考える

のがよいかもしれません。

560



二本角が表すもの――
西アジアにおけるアレクサンドロス大王の神聖化

を去ってその名をすでに上げたまた別の民族に向

かっていった」。ここで途切れる感じで伝承は終わ

ってしまいます。

この一節自体にアレクサンドロスという名前は記

されていませんが、「ルームの若者で、エジプトに来

てアレクサンドリアを建てた」というのはアレクサン

ドロスのことしか考えられません。この伝承による

アレクサンドロスはアレクサンドリアを建設した後に、

天使に導かれて町の上にどんどん昇っていく。三

段階の高さから地上を見よと言われ、そのたびに

天使に「何が見えるか」と尋ねられます。最後に高

いところに昇って、全世界とそれを取り巻く海が視

野に入るほどの高さに到達したところで天使に布

教の教えを広める使命を告げられ、その後、「こう

いう場所に神の教えを広めなさい」というところまで

つれていかれるわけです。

中世ヨーロッパにもアレクサンドロスの昇天の話

が流布していました。今のウクバの伝承とはちょっ

と内容が違います。アレクサンドロス物語はべータ

系、ガンマ系という系統からヨーロッパのいろいろ

な言葉に訳されていて、広がっていきましたが、教

会建築の装飾のモチーフとしてもヨーロッパ各地で

使われました。オトラントというイタリアの踵の先に

ある大聖堂の教会全体に床モザイクが施されてい

て、入り口近くにアレクサンドロスがいます。アレク

サンドロスが四羽の鷲、またはグリフィンに結び付

けた籠に乗って、先に肉の固まりがついた棒を持

っている。肉の固まりをグリフィンの鼻先に掲げて、

それを餌に「どんどん上に上がれ」と天まで昇って

いくという話が描かれています。蛇は海を象徴して

いますが、海に取り囲まれた世界が円のように見

える高さまで昇ったところで、天からの声、天使に

「なんでお前はこんなところまで来たのか」と怒られ

て、また地上に戻ってくる。そういう話です。

海に取り囲まれた地界のビジョン、天使が登場

するという点はイスラーム教の伝承と共通するので

すが、アレクサンドロスは自らの意思によって珍妙

な飛行装置を考案して天に昇るのではなく、神の

使いに導かれていきます。中世キリスト教世界では

このエピソードを天界をも征服しようとするアレクサ

ンドロスの傲慢と野望の表れであると批判的に解

釈する傾向が強く、モザイクにしても信者の人が教

会に入って踏んづける部分に施されています。無

謀な野望は「敬虔な気持ちで教会に入りなさい」と

いう踏んづけられる部分にあるわけです。

タバリーが挙げているアラビア語の伝承において

は、アレクサンドロスは神様の命令に対して完全に

受動的であって、彼自身の野心、攻撃心は全く表れ

ていません。彼は神様に選ばれた人間として神の

力を持って奇跡的に浮上し、全世界を見せられ「無

知なるものを教化し、知徳あるものを強固にする」と

いう布教の使命を明かされています。野望ではなく、

預言者ムハンマドの昇天、ミーラージュにも通じる啓

示的な空中飛行なわけです。ユダヤ教徒の間でも

アレクサンドロスの昇天は伝説として古くから伝わっ

ていたようで、エルサレム・タルムードの中にはラビ・

ヨナという４世紀の人の言葉として、こんなことが書

かれています。「マケドニアのアレクサンドロスは天に

昇ろうと望んだ際にどんどん高く上がり、遂にこの世

が球のように見え、海が大皿のように見えるところま

で達した。これゆえに彼の肖像は球を手にしている

のである。なぜ皿を持っていないかというと、彼でさ

え海までは征服できなかったからである。聖なるも

の（神）、彼に幸あれ、聖なるものは海をも陸をも支

配しておられる」。これはユダヤ教徒のアレクサンド

ロス昇天伝承です。タルムードに含まれているこの

一節はタバリーを引用しているウクバの伝承と直接

かかわりはないかもしれません。アレクサンドロスが

天高く昇って、眼下に見下ろすと、世界とそれを取

り巻く海が見えるという点ではタバリーの記述と共

通しています。しかしこのユダヤ教徒の伝承におい

て、アレクサンドロスは天使の助けを借りたのではな

く、自ら望んで天に昇っていきました。アレクサンドロ

スは天に昇ろうと望んだ。そのためにどのような方法
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アレクサンドロスが二本角、ズー・ル＝カルナイン

なる下地は、すでに一神教によって敷かれていた

わけです。イスラーム教はユダヤ、キリスト教の英雄、

神の加護のもとに真の教えを広めるために西から

東まで旅をし、この世の終わりに破壊をもたらす野

蛮な民族が、神の意思に反して終末の時より早く

暴れ出さないように封じ込める役割を担った勇者

として象られた二本角アレクサンドロスを、イスラー

ム教の宗教説話の中に採り入れたのであります。

『コーラン』の中に入る過程で、アレクサンドロスとい

う名前は完全に省かれてしまいます。名前が省か

れたことによってアレクサンドロスという名前にまつ

わる歴史的なコンテキストも脱ぎ捨てられてしまうわ

けです。その背景には純粋に教訓的な目的があっ

ただけではなく、相手のコマ、イスラーム教徒からす

ればライバルであるキリスト教とユダヤ教のコマを

逆手に利用して、自らの宗教の優越性を宣伝しよう

というムリスムの政治的な意図もおそらくあったの

ではないかと想像できます。

後半は具体的な二本角アレクサンドロスが登場

する文献の例を紹介して、神聖化されたアレクサン

ドロスのイメージを追います。『コーラン』の二本角説

話の典拠、その人物についての啓示が下った理由

は何であったにしろ、注目したいのはアレクサンドロ

スに関する伝説が『コーラン』の中に採り入れられた

ことによってアレクサンドロス伝承がイスラーム化され

たことです。『コーラン』ではアレクサンドロスの名前は

完全に二本角に置き換えられていますが、タバリー

の『コーラン』注釈書の伝承に見るように、二本角と

アレクサンドロスとの関係は完全に忘れられることは

ありませんでした。言い換えれば二本角という抽象

的かつ寓意的な人物の正体を突き止めようとする

解釈学者たちによって、その歴史性、時間軸上の存

在を証明しようという行動は抑えがたいものであっ

たようです。このため二本角とアレクサンドロスとい

うのは切っても切れない関係になりました。

『コーラン』の二本角との結びつきはイスラーム世

界においてアレクサンドロスに神聖な側面を加えた

のです。それは宗教書に限らず、歴史書、文学作

品にも見られます。聖なる王アレクサンドロスのイメ

ージがイスラーム世界の文学においてどのように展

開したかを、タバリーの『コーラン』注釈書、サアラビ

ーという人の「預言者伝承」、ペルシャの詩人のア

レクサンドロスの書を通してご紹介します。タバリー

の『タフシール』、『コーラン』注釈書ですが、注釈書

は９世紀頃から数多く記され、『コーラン』の意味の

説明だけではなく、内容にかかわる付加情報や、

『コーラン』にまつわる伝承が集められたものです。

中もタバリーの『タフシール』はイスラームが起こって

から最初の３世紀の間に流布した伝承を豊富に集

めています。タバリーが記している二本角に関する

伝承の中でもアレクサンドロスとの結びつきが明白

なものを二つ上げます。ムハンマドの教友のウクバ

の証言に基づく伝承の続きです。啓典の民がムハ

ンマドに二本角について尋ねてきた経緯について

上げましたが、その続きによると、ムハンマドの答え

は、こういうものでした。

「彼はルームの若者で、エジプトに来てアレクサ

ンドリアの町を建てた。建設が完成すると天使が

彼のもとに現れ、彼をつれて天に昇った。天使が

『何か見えるか』と言うと、彼は答えた。『我が町とそ

の他の町々が見えます』。天使は高く上り尋ねた。

『何が見えるか』『我が町が見えます』。さらに上昇

し尋ねた。『何が見えるか』『地界が見えます』。天

使は言った。『それぞ、この世を取り巻く大洋、アッ

ラーが我を汝のもとに遣わされたのは、汝が無知

なるものを教化し、知徳あるものを強固にするた

め』。それから天使はあらゆるものが終末の時に、

そこから抜け出ていく柔らかい二つの山の壁に彼

をつれていった。そこから進み、ヤージュージュとマ

ージュージュを通りすぎた。さらに進み、犬顔をした

民族を通りすぎた。それらはヤージュージュとマージ

ュージュと戦っていた。さらに先に行くと犬顔の民

と戦っている別の民族に行き手を塞がれた。それ
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ていて」「身体中毛に覆われていて、耳が大きくて、

耳の表裏に毛がびっしり生えていて」というような

野蛮で奇妙な民族の様子が描かれています。その

奇態に関する説明の後で、二本角が彼らを封じ込

めるための壁の建設の様子が描かれています。山

の間の距離を計って、そこに石を埋めて、溶けた銅

を流しこんで、という具体的な描写があります。

壁の建設が終わった後、「敬虔で公正な民」と出

会います。そこの民と問答します。非常に平和に

暮らしている人々で、墓が家の門口にある。「それは

なぜか」と二本角が尋ね「我らがそのことをするの

は死者のことを忘れず、その記憶を心の中から消

し去らないためです」。家に扉がない。「なぜか」

「我らの中にはあやしげな人物は一人もおらず、お

互いに信頼しきっているからであります」「支配者が

いないのはなぜか」「我ら互いを虐げるようなことは

しないからです」。平和な理想郷のような町で暮ら

している人々に「どうしてこういうことかできるんだ」

と二本角が問答をする一節があって長い伝承は終

わります。この伝承の一部はアレクサンドロス物語

に関連します。ゴクとマゴグに関するところ。敬虔

で公正な人々との問答は、その起源をたどれば、

もともとアレクサンドロスがインドに遠征に行った際

の、インドの裸の哲人ブラフマンとの問答がもとに

なっています。ブラフマンはギリシャ語ではギムノ・

ソフィスタエと言い、アレクサンドロスはこの人に直

接会っていないのですが、アレクサンドロスの部下

が会いにいって問答をしたということが、すでにギ

リシャの歴史書に入っています。それがアレクサン

ドロス物語のアルファ系にも入ってきています。ユ

ダヤのアレクサンドロス伝承にも、アレクサンドロス

と南の賢者たちとの問答が存在します。

この伝承を見直しますと、神がアレクサンドロス

に直接使命を明かして、さまざまな力を与えて光と

闇の部隊を聖戦に加えさせている。これにはシリ

ア語のキリスト教伝説との結びつきが考えられま

す。シリア語のキリスト教伝説には神様がペルシャ

王との対戦を前にしたアレクサンドロスの夢の中に

現れて、神の助力を求めようと直接、語りかけ、戦

いの場面において彼の軍を援助するという一節が

あります。しかしシリア語では神が敵に囲まれたア

レクサンドロスの助けに現れるのであって、タバリー

にあるように神自身がアレクサンドロスを聖戦の闘

士として全世界に遣わすわけではありません。

この伝承の特徴的な点はアル・イスカンダルとい

う名前と、彼がルーム人であったこと以外、歴史的、

地理的具体性が全くないということです。この伝承

に表れている世界像は図式化され、簡略化されて

いて実際の地名はルーム以外に一つも出てきませ

ん。縦と横に分割された世界を、二本角はまず日

の沈むところから地上の右肩に回って、そこから日

の昇るところに向かい、さらに地上の左肩に行き、

風見鶏の針がぐるりと回るように回って世界の中心

へと進んでいきます。唯一実在の地域を示してい

ると思われる、東方のトルコ人の土地が出てきます

が、漠然としていて特定の地名とは結びつきません。

登場する人物もペルシャ王、インドの哲人とも書い

ておらず、タバリーの方は、ナーシクとマンサク、ハ

ーウィルとターウィル、ヤージュージュとマージュージュ

というような対になった名前か同語根であるような

韻を踏むような３組の空想的民族や名前を持たな

い敬虔な民しか登場しません。

この伝承を伝えたワフブ・イブン・ムナンビフは６

５４年～７３２年の人ですが、彼はユダヤ・キリスト教

の伝承を多く伝えたことで知られています。ユダ

ヤ・キリスト教徒にも馴染みのあったであろうアレク

サンドロス伝承は、あるいはイスラーム教への改宗

を促す説話として語られていたのかもしれません。

象徴性、寓意性が前面に打ち出されているのは宗

教説話ならではの特徴であると思います。暗闇が

アッラーの教えを拒否した者たちの目、鼻、口から

身体の中に入っていって膨れ上がってという、家の

中にも入って押しつぶしにかかるというような下り

は、信仰を受け入れないものたちへ恐怖の念を喚
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を用いたかは記されておりません。キリスト教伝承

にあったようなグリフィンを使ってということはここに

は書いてありません。

一部のキリスト教の解釈ほどアレクサンドロスの傲

慢を否定的にとらえているわけではありませんが、し

かしこの逸話の趣意は明らかに「アレクサンドロスほ

どの征服王にも力の限界があって、神の全能には

及ばない。聖なるものは海をも陸をも支配しておら

れる。しかしアレクサンドロスは海までは征服できな

かった」という、アレクサンドロスですら神の全能には

及ばないということを示すエピソードであります。

このようにキリスト教徒、ユダヤ教徒のアレクサン

ドロス昇天伝説と比べてみると、イスラーム教、ムス

リムの伝承のアレクサンドロス伝承のみが、自らの野

望、傲慢、好奇心によるのではなく、神様に選ばれ

た人間として天使に導かれて天に昇っています。眼

下に見える全世界の布教の任務を啓示されていま

す。アレクサンドロスを神に対抗しようとする無謀な

王様ではなく、真の教えをあまねく広める使命を担

った神の従僕とするムスリムの伝説の展開は、アレ

クサンドロスが『コーラン』の二本角と同一視され、神

聖化されていた独自のものであったと言えましょう。

さらに、ワフブ・イブン・ムナンビフに遡る伝承を

タバリーの『タフシール』からの引用します。これに

よると、二本角はルームの若者で、ある老婆の息子

であった。名前はアル・イスカンダルであった。二本

角が青年に達した時、神様が直接彼のところに来

る。お前を世界の人々のもとに遣わす。「こういう

人々がいるが、お前を遣わす」と二本角に言います。

神様と直接対話しているわけです。神がこのように

言われると二本角はこう答えた。「神よ、御身以外

に匹敵するものがないほど偉大な権威を私にお与

えくださり、また私をそのもとに遣わされる民につい

て知識をお与えくださった。しかしこんな小さな私

がどんな力を持ってそれを果たすことができましょ

う。いかなる力を持って彼らに勝ることができまし

ょう。いかほどの人員を持って、いかなる策略を持

って・・」というように、「いかなる」「いかほど」という

畳みかけによって、しつこいほどに神様に問いかけ

ているわけです。その問いかけに対して神様は「大

丈夫。汝に負わせた重荷に堪えられるようにしてし

んぜよう。まずは汝の心を開き、すべてを受け入

れられるようにしてやろう。また汝の知性を開き、す

べてを解することができるようにしてやろう」。言葉

だってわかるようにしてあげるから大丈夫だと神様

が二本角に言うわけです。「光と闇を汝に従えさせ、

汝の軍隊の兵士を、光は前方で汝を導き、闇は背

後から汝を守るであろう」。神様が大丈夫だと二本

角に言います。

このように神様から力をもらって、二本角はある

日、日の沈むところの人々のもとに行きます。そこで

教えを広める戦いをするわけですが、教えを受け

入れた者には何もしないのですが、「教えに背を向

けた者たちに近づいて、暗闇を彼らの体内に送り

込んだ。暗闇を彼らの口や鼻や耳や腹に入ってい

った。そして彼らの家や建物に侵入し、上下四方

からも彼らに覆い被さり、波のように押し寄せ、彼

らは動揺した。暗闇の中で死ぬことを恐れ、彼らは

声を合わせて叫んだ。二本角がそれを取り払い、

彼らを力づくで抑えると、彼らは二本角の布教の旅

に加わった。二本角は西方の人々の間から有志を

募り、軍隊を編成し、彼らを率いて進発した。暗闇

は彼らを背後から駆り立て回りから彼らを見守っ

た。光は先頭で彼らを率い、導いた」。暗闇が目や

口の中から入って、膨脹して圧迫されそうになる。

強迫観念を想起させるような伝承です。

これは物語的で、伝承としては長いのですが、

三つの部分からなっています。二本角がアレクサン

ドロスであること。二本角と神様の対話の話、彼が

世界の隅々で繰り広げる聖戦の様子。この続きに

ヤージュージュとマージュージュが、どんなにへんな

民族かという説明かありまして、その次に「猛獣の

如く家畜や野獣を殺したり、雄と雌の身の丈が普

通の人間の半分で指の爪の代わりに鍵爪が生え
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優れた哲学者であり、預言者であり、雄弁家であり、

教育者であり、律法者であり、軍の指揮者としての

六つの特質を備えるべきだ」と書いています。ニザ

ーミーはファーラービが抽象的な概念として論じて

いる君主像をアレクサンドロスの作品において具体

的に描こうとしています。

三部構成の第一段階における征服者としてのア

レクサンドロスは単に野望にかられて諸国を攻略す

るのではなく、信仰心に動かされた布教者として描

かれています。たとえばペルシャ王ダレイオスとの

戦いで、臣民をダレイオスの暴政から解放するため

ではなく、ゾロアスター教というイスラーム教から見

れば邪教をイランから取り除いて、アブラハムの教

え、イスラーム教の起源である正しい教えを確立さ

せるための聖戦と描かれています。ダレイオスを倒

してイランの王座を手に入れたアレクサンドロスは

神の信徒としてイラン中の拝火殿を破壊していきま

す。拝火教の撲滅の場面です。マギは拝火教の聖

職者ですが、「マギの服を火にくべ、拝火殿に厳し

い処置をとるように。そこに蓄えられていた財産も

皆に分け与えた」。そういう描写があります。ニザー

ミーのアレクサンドロスの章は別の前の詩人、フィ

ルドウスィーという人が書いた「王書」、シャーナーメ

に含まれているアレクサンドロスの話を種本として

いるとされていますが、それを書き換えて独自の物

語をつくりあげています。フィルドウスィーの『王書』

において、アレクサンドロスは拝火教に対して寛大

な扱いをします。そこの部分ではフィルドウスィーは

イラン的、ゾローアスター教的な特徴を残している

作品として書かれていますが、それがニザーミーの

手にかかると修正されているわけです。イスラーム

的観点からとらえ直して布教のための正統な行為

であるととらえています。

ニザーミーの中のメッカの巡礼もアレクサンドロス

を敬虔な信徒であったと強調しています。メッカの

カーバ神殿に行って、しきたりにしたがって回って

財宝を与えたりして巡礼をします。アレクサンドロス

の信仰心の篤さを強調しています。信仰が篤いム

スリムであるだけでなく、三段階の最後の部分では

遂に預言者の境地に達します。預言者になる際の

天使の啓示、預言の旅に出るきっかけの部分です

が、読んでいくとタバリーの神様との対話の伝承を

もとにしているのだろうとわかるのですが、ニザーミ

ーにおいては天使が「主の意図を万物に知らしめ

るのだ」という使命を与えます。これがアレクサンド

ロスの答えです。「神様がそうおっしゃったのであれ

ば、布教の旅に出ましょう。しかしあらゆる国々の

領主になりても、その国の言葉を知らずに何と言

おう。これほど多くの民族に挑むのに、荒れ野や

山をいかに行軍しよう」。これもタバリーの神様との

対話に出できた「どうやって」「いかなる」「いかほど

の」という神様に対する問いかけを踏襲しているの

ですが、アラビア語の伝承の畳みかけるような問い

かけ、うろたえた若者が「自分は無力なんです」と

言う若者の神様に対する問いかけが薄らいではい

ます。ただの人間の無力さと神の全能の対照がア

ラビア語の伝承にはありましたが、すでに偉大な王

様になったアレクサンドロスになったところに天使が

来るわけですから、物語の中に組み込まれた分、

啓示のインパクトがちょっと薄らいでしまっているこ

とはあります。これが天使の答えです。「それは大丈

夫だ。汝か望むところ、どこでも光と闇が従おう。

汝が出会う、どの民も異国語を話すであろう。だが

汝を導く助力者の神感であらゆる国語を口にする

ことができるであろう。汝がルーム語、ギリシャの言

葉で話しかけても聞き手は通訳なしで解することが

できるであろう」と。これもタバリーに出てきた伝承

に基づいていると思います。物語の中に組み込ま

れているわけです。

ニザーミーの作品における「アレクサンドロスの征

服者としての遠征」と「預言者としての旅」の大きな

違いは何か。最初は征服者として、二巻目としては

預言者として布教の旅に出る。二つの旅に違いが

あります。後者の部分、預言者としての旅の部分は、
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起させる効果があったと考えられます。

タバリーの『コーラン』注釈書の中からアレクサン

ドロスと深くかかわっている伝承を二つ上げました

が、いずれもユダヤ・キリスト教徒のアレクサンドロ

ス伝説の影響が見え隠れします。イスラーム教的な

コンテキストにおいて語られたアレクサンドロス伝承

は比較の対象として上げたユダヤのタルムードやキ

リスト教伝説の中の類似の逸話に比べると、全世

界に教えを広める神の使徒としてのアレクサンドロ

スの役割が、イスラーム教の伝承の方では、より強

調されています。二本角のアレクサンドロスは、まず

神から啓示を受けて神の命にしたがって布教の旅

に出る。自分から行くわけではない。世界征服者

としての野心や好奇心は全くここでは表れていま

せん。二本角と同一視されたアレクサンドロスは、

ここでは真の意味でのムスリム、神に絶対的に服

従するものとして描かれていると言えましょう。

サアラビーの「預言者伝集」について。彼は１０３

５年に没した作家で、預言者伝集は西洋で言えば、

聖者伝のジャンルですが、預言者伝承にはいろん

な作品があって、その頂点とされる作品を書いた

人です。サアラビーの預言者伝承の中にアレクサン

ドロス二本角が入っています。タバリーのは断片的

伝承の寄せ集めで、具体的な地名が登場しない、

寓意性と象徴性が強調された二本角伝承ですが、

サアラビーは歴史書、地理書からの情報も引いて

います。それをうまく一貫して誕生から死に至るま

で起承転結、二本角アレクサンドロスの一生という

感じの伝記風に時間軸に並べ、一貫した物語をつ

くっています。歴史書、地理書からの情報を引いて

いるので、タバリーに見られたような完全に神に身

を委ねる従僕というアレクサンドロスの像もあります

が、そこにはアレクサンドロスの野望も備えた二本

角というイメージも表れてきます。二本角アレクサン

ドロスというのは「布教者及び信仰の擁護者」だけ

でなく「欲心と傲慢に対する訓戒」としての役割も

果たしていると言えます。

ニザーミーというペルシャの大詩人は１１４１年～

１２０９年まで生きた人ですが、５部作の作品を残し

ています。そのうちの一つがアレクサンドロスの章

「イスカンダル・ナーメ」というものです。１１９６年以降

に書かれたとされています。２巻に分かれていて、

１巻目が「栄誉の書」、シャラフ・ナーメ、２巻が「幸

運の書」、イクバール・ナーメ。この書の中で、アレク

サンドロスは神の敬虔な信徒及び布教者であるの

みならず、預言者の境地まで成長していくわけです。

１巻はアレクサンドロスが、エジプト、イラン、アラブ、

インド、中国、ロシアに遠征していき、北方の闇の

国まで至った後に、祖国のルーム、ギリシャに帰り

ます。１巻は征服者としてのアレクサンドロス。２巻

の幸運の書では、ルームのギリシャの宮廷に哲学

者たちを集めて問答を繰り広げる哲人王として登

場します。そこに天使が来て、神の啓示を与えます。

「布教の旅に出ろ」と。そこから預言者として再び旅

に出る。征服者から哲学者へ、そして預言者へと

三段階の成長を遂げています。

詩人自身が意識してつくったことが「序」によって

わかります。「誰の助けもない。脅威に満ちた場所

で名高い勇士の名の上に賽を投げた」。何につい

て書こうかと悩んでいる時に、歴史上の偉大な人

について書きたいが、誰について書こうかと考えま

す。「勇士たちの名の上に賽を投げた。その思いで

あらゆる鏡を磨くと、その奥にアレクサンドロスの原

像を見いだした。ある者は彼を玉座の主と呼び、

諸国の征服者、地平線の掌握者とも呼んだ。また

ある者は彼の模倣的な統治から彼に賢人の称号

を与えた。さらにある者は彼の清浄心と信仰の擁

護から彼を預言者と認めた。私はこの三つの種か

ら一本の青々と繁る木を育てよう」。詩人としての

意気込みをここで語っています。三部構成、三段

階の成長過程というのは、アラブの著名な哲学者

でアル・ファーラービという人がいて、彼が「理想都

市論」を書いています。この影響ではないかと言わ

れています。ファーラービによると「理想的な君主は
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ン』をはじめとするさまざまなテキストに含まれてい

ることからもわかるように、信者共同体を外敵から

守る守護者としての役割も重要でした。こうしてイス

ラーム教を広め、それを守るための力を神に与え

られた二本角アレクサンドロスですが、そのあくなき

野心というものは、ムスリムによって教訓の対象とさ

れずにはいられませんでした。

アレクサンドロスが、永遠の命を得るために生命

の泉を暗闇の国に探しにいって、見つけ損なって

帰ってくるというエピソードも、アラビア語やペルシ

ャ語の文献によく出てきます。生命の泉を発見す

ることに失敗して早死にをした。それは人間が免れ

えない死を拒むおこがましさに対する警告として教

訓的なメッセージとして読めます。アレクサンドロス

という人物を野望の象徴として見なすのはイスラー

ム教独自の解釈ではありませんが、この点に関して、

中世ヨーロッパのキリスト教の神学者たちほど批判

的ではないようにも思われます。キリスト教の否定

的なアレクサンドロス観は、彼の無謀な天空飛行の

エピソードに基づいているのに対して、二本角の昇

天は神に導かれた啓示とされていました。

さらにもう一つ指摘したい重要な点は、『コーラン』

の二本角においてはアレクサンドロスにまつわる歴

史的な文脈は完全に脱ぎ捨てられていたかのよう

に見えました。しかしサアラビーの預言者伝集では、

アレクサンドロスに関する年代期的な情報、歴史的

な情報を積極的に採り入れていました。ニザーミー

のアレクサンドロス物語もその両方の要素、教訓的、

寓意的な伝承の部分と、歴史的な部分を叙事詩

の中で十分に展開させていました。『コーラン』以降

の宗教文学においても、文学作品においても、神

聖視された二本角と、歴史的人物であるアレクサン

ドロスは常に切っても切れない密接な関係にあっ

たということです。
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戦闘や破壊の場面がほとんどありません。野蛮な

風習を持った民族のもとに行くのですが、その民

族の話を聞いた上で「自らの慣習と規範を彼らに

教えて自らの信仰を持って彼らの知の光を灯した」

と。暴力によって押しつけるのではなく、話し合う

ことによって、例えば中国に行った時には中国の

皇帝と話し合うことによって皇帝を改宗させます。

いろんな民を改宗させて最後に出会うのが、タバ

リーの伝承に出てきた「敬虔な人々」です。敬虔な

人々は家や店には鍵もついていない、番人もいな

い。おおらかに暮らしている。嘘もつかない、不自

由なものを助けて、他人の不幸を喜ばず、罪はせ

ず。公正な敬虔な人々に出会うわけです。この理

想郷に人間の共同体のあるべき姿を見たアレクサ

ンドロスは、信仰深い人々に神の教えを伝える必要

がないことを認めます。「これぞ人の道なら、我らは

一体、何にならってきたのか。人間とはかくべきあ

るなら、一体我らは何者なのか。我らを海や野に神

様が向かわせたのは、この地へたどりつかせるた

め」。地球の隅から隅まで旅をして遭遇してきた民

族は武力の上においても、信仰の点においても、

アレクサンドロスを抜きんでたものはいなくて、今ま

での民族は二本角に服従してきた。アレクサンドロ

スはこの町の人々の生き方を見て、初めて自らの

劣勢を認めて恐れ入ります。彼を預言者として選

んで神様が世に送り出したその意図は「正しい教

えを地上に広めさせるためではなく、実はアレクサ

ンドロス自身の限界を悟らせるためであった」とい

うことに気がつきます。

タバリーの解釈書においても、二本角のアレクサ

ンドロスは公正で穏健な人々に出会って、その

人々の様子を見て驚いて質問を投げかけます。問

答の意味合いは伝承が途切れてしまうので、特に

解説されていないわけです。この点においてもニ

ザーミーは物語全体の中に流れの中に巧みに組み

込んで、征服者としても預言者としても地上の隅々

まで征したはずのアレクサンドロスが、理想郷に来

て初めて自分と対等、もしくは自分より優れた人々

と出会って神の崇高の意思と自らの限界を悟ると

いう展開になっているわけです。そういうふうに組

み込むことによってニザーミーは、この話の教訓的

な意味合いをより強調しています。ニザーミーはフ

ィルドウスィーの「王書」、タバリーの『コーラン』注釈

書などさまざまな材料を使っていながら、継ぎ接ぎ

にするだけでなく、物語の構成要素として解釈し直

してイスラーム的英雄としてのアレクサンドロスをつ

くりあげているわけです。

ユダヤ教徒はアレクサンドロスに神の国を地上

にもたらすメシア（救世主）を見ました。キリスト教徒

はアレクサンドロスをイエス・キリストの先駆者、最

後のビザンチン皇帝の先駆者とみなしました。この

ようにユダヤ・キリスト教徒たちによってすでに神聖

視されたアレクサンドロスをイスラーム教は自らの宗

教の擁護者、布教者、預言者二本角として受け入

れたのであります。ただし先行する一神教とイスラ

ーム教が大きく異なる点は、イスラーム教徒たちは

実際にアレクサンドロスが征服した地域と大部分が

重なる巨大な帝国の支配者となったということで

す。ユダヤ教徒、キリスト教徒はそこまでアレクサン

ドロスの帝国と重なるほどの地域は征服していな

いわけです。

二本角アレクサンドロスは救世主的な、いつか来

る理想時代の神の国の君主ではなく、ムハンマド

やその仲間たちの現実のモデルとなりえた世界征

服者の原型であります。初期のムスリムたちは東奔

西走し、神の教えを広める二本角の天命を自らの

聖なる戦いに重ねて見ることができたわけです。

逆に言えばアレクサンドロスという歴史的人物、そ

れにまつわる伝説が内包する戦闘的な側面がイス

ラーム後期の聖戦のコンテキストにうまくあてはまっ

たと言えましょう。しかし二本角アレクサンドロスは

攻撃的なだけではありません。ヤージュージュとマ

ージュージュ、ゴグとマゴクの侵攻を防ぐ壁を建造

する話が二本角にまつわるエピソードとして『コーラ
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何のための対話か？ 
―オランダにおけるキリスト者とユダヤ人― 

日　　時：２００６年１月１４日（土）　14：00－16：00 

会　　場：同志社大学　今出川キャンパス　神学館礼拝堂 

講　　師：エリック・オッテンハイム（ユトレヒト大学神学博士） 

コメント：ミシェル・モール（同志社大学嘱託講師） 

司　　会：石川　立（同志社大学大学院神学研究科教授） 

共　　催：一神教学際研究センター、同志社大学神学部・神学研究科 

講演要旨 
　オッテンハイム氏は、ユダヤ教に対してキリスト教がどのような態度をとってきたかを、

オランダの豊富な事例を踏まえつつ歴史的に紹介した。まず氏は、講演を語る上での前提

として自分がカトリックのキリスト教徒であることを明らかにし、グローバル世界での宗教

間対話の目的と方法、危険性と可能性について言及した。講演の前半では、1948年以前

のオランダにおいて、ユダヤ人に対するキリスト者の態度が紹介された。これは主に二つ

に分けられる。①1945年4月、大戦中のオランダで、ある一部のキリスト者は反ユダヤ主

義への抵抗とユダヤ人の具体的な救済を試みていた。この働きの背景には、ユダヤ人が終

末において神に対する特別な役割を担っているというユダヤ人の認識があった。これは主

に19世紀のプロテスタント・サークル（イサック・ダコスタとアブラハム・カパドーズ）の中

で育まれたものである。②1948年以前のカトリシズムとプロテスタント改革派において

当時支配的であったのは、現存のユダヤ教は神の恵みから排斥されているという見解であ

った。民族的な反ユダヤ主義には反対しつつも理念的にはこれを正当化したカトリックは、

自らの社会的アイデンティティーの純粋性を保持するために必要な教義としてこの見解を

維持していた。この一見異なる①と②の主張に共通していることは「置換の神学」にルー

ツを有している点にある。つまり、1948年以前のキリスト教は、神の聖なる約束がすでに

ユダヤ人からキリスト教へ移されているという認識においては変わらなかったのである。 

　公演の後半では、氏はまず第二ヴァチカン公会議でのユダヤ教に対するキリスト教の公

式の声明に言及した。この声明では、イエス・キリストの処刑にユダヤ人は責任を持たず、

彼らにとってアブラハムの約束は廃棄されていないという画期的な宣言がなされる。しか

し氏は、この宣言も「何を言ってはいけないか」を言うにとどまり、「何を語るべきか」につ

いては十分に言及されておらず、カトリック神学全般から見ればまだ不十分であることを指

摘した。また、氏は近年のオランダの事例としてプロテスタント教会で用いられている「聖

金曜日の祈り」についての論争の一端を紹介した。この論争は「キリストの受難」と「解放

された教会」を扱ったこの祈りの文言が反ユダヤ的であるという批判から始まったもので

あり、実践的な宗教行為の現場で両宗教の関係を単純に結論づけることができず、同時に
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「二本角が表すもの―西アジアにおけるアレクサンドロス大王の神聖化」

国立民族学博物館　山中由里子
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